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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、ロイシンリッチリピートとデスドメインを含む。このタンパク質は、Fas（TNFRSF6）関連デスドメイン（FADD）やMAPキナーゼ活性化デスドメイン含有タンパク質（MADD）などの他のデスドメインタンパク質と相互作用することが示されており、細胞死関連シグナル伝達過程におけるアダプタータンパク質として機能する可能性がある。この遺伝子のマウス対応遺伝子の発現は、腫瘍抑制因子p53によって正に制御され、DNA損傷に応答して細胞アポトーシスを誘導することが明らかになっており、この遺伝子がp53依存性アポトーシスのエフェクターとしての役割を示唆している。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じる。[RefSeq提供、2010年8月]
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	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）

